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呼吸器内科クリニック利用者出入口福祉ふれあいセンター及び
複合施設利用者出入口

障がい相談施設及び複合施設利用者出入口

資料２

【対象施設】

　　旧道立病院院内保育所改修及び新築施設１棟

【工事場所】

　　苫小牧市双葉町３丁目７番３号

【整備内容】

Ａ　　児童相談機能管理部分（北海道）

Ｂ　　子ども家庭総合支援拠点（苫小牧市）

Ｃ　　共有部分
Ｄ　　児童相談機能管理部分（北海道）

合　　　　　　　　　計

約  220 ㎡

約  705 ㎡
約  150 ㎡
約  165 ㎡
約  170 ㎡

旧院内
保育所

複合施設

福祉ふれあいセンター

呼吸器内科クリニック

駐　車 場

体育館
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室蘭児童相談所説明資料

「児童相談所の機能について」

令和元年５月２４日（金）

（2019年5月24日）

北海道室蘭児童相談所

児童相談所について

資料３
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児童相談所とは

子どもに関する相談に応じ、子どもが心身ともに健や
かに育つことができるよう子どもや家庭を援助する機関。
児相（じそう）と略される。都道府県と政令指定都市に
設置義務が課されており、近年、中核市や東京都の23特
別区に設置の権限が与えられた。
虐待だけでなく、障害や非行、不登校、引きこもり等
子どもに関するあらゆる相談に対応する機関である。

児相の設置目的達成のための３条件

①児童福祉に関する高い専門性
②地域住民に浸透した機関
③児童福祉に関する機関、施設等との連係が十分に図ら
れていること
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北海道の児童相談所

札幌市（政令指定都市である
ため同市で設置

Ｓ４７／４／１札幌市〈参考〉札幌市児童福祉総合センター

胆振、日高管内の各市町村Ｓ３９／１２／１室蘭市北海道室蘭児童相談所

空知支庁管内の各市町村Ｓ２９／７／１岩見沢市北海道岩見沢児童相談所

網走支庁管内の各市町村Ｓ２７／７／２２北見市北海道北見児童相談所

渡島、檜山支庁管内の各市町
村

Ｓ２３／７／１０函館市北海道函館児童相談所

釧路、根室各支庁管内の各市
町村

Ｓ２４／１／１８釧路市北海道釧路児童相談所

十勝支庁管内の各市町村Ｓ２３／７／１０帯広市北海道帯広児童相談所

上記のうち、宗谷支庁管内の各市町
村を担当

Ｓ５４／１０／１稚内市同 稚内分室

上川、留萌、宗谷各支庁管内の各市
町村

Ｓ２３／７／１０旭川市北海道旭川児童相談所

石狩・後志支庁管内の市町村（札幌
市を除く）

Ｓ２３／７／１０札幌市北海道中央児童相談所

管轄区域開設年月日位 置名 称

★児童相談所の位置、管轄地域

児童相談所の主な機能
「市町村子ども家庭支援指針」参照

市町村
援助機能

市町村による子ども家庭相談への対応について、市町村相
互間の連絡調整、市町村に対する情報の提供その他必要な
援助を行う機能

相談機能

子どもに関する家庭その他からの相談のうち、専門的な知
識及び技術を必要とするものについて、必要に応じて子ど
もの家庭、地域状況、生活歴や発達、性格、行動等につい
て専門的な角度から総合的に調査、診断、判定（総合診
断）し、それに基づいて援助指針を定め、自ら又は関係機
関等を活用し一貫した子どもの援助を行う機能

一時保護
機能

必要に応じて子どもを家庭から離して一時保護する機能

措置機能 児童福祉司指導、施設入所、里親委託等
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所長 地域支援課長 相談支援係

庶務担当

主査（家庭的養護・里親）

子ども支援課長兼
主任児童福祉司

児童福祉司
＊主任を含む

主任児童福祉司
（虐待対応）

判定援助係

一時保護係

室
蘭
児
童
相
談
所

組
織
機
構
図

相談受理

「相談者からの自発的な相談」

「要保護性に基づく通告」主訴

基本は１８歳未満の児童。 児童福祉施設等に
措置中の場合は、１８歳を超えても児相が対応
する場合もある。

年齢

【居住地主義】 子どもの保護者の現に居住す
る住所を管轄する児童相談所住所
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種 別 内 容

養 護 相 談

父又は母等保護者の家出、失踪、死亡、離婚、入院、稼働及び服役等による養育困難児、棄児、迷
子、被虐待児、被放任児、親権を喪失した親の子、後見人を持たぬ児童等環境的問題を有する児童、
養子縁組に関する相談。

保 健 相 談 未熟児、虚弱児、ツベルクリン反応陽転児、内部機能障害、小児喘息、その他疾患（精神疾患を含
む）等有する児童に関する相談。

肢体不自由児相談 肢体不自由児、運動発達の遅れに関する相談。

障

害

相

談

視聴覚障害相談 盲（弱視を含む）、ろう（難聴を含む）等視聴覚障害児に関する相談。

言語発達障害等相談 構音障害、吃音、失語等音声や言語機能障害を持つ児童、言語発達遅滞、注意集中障害を有する
児童等に関する相談。

重症心身障害相談 重症心身障害児（者）に関する相談。

知的障害相談 知的障害児に関する相談。

自閉症相談 自閉症若しくは自閉症同様の症状を呈する児童に関する相談

非
行
相
談

ぐ犯行為等相談 虚言癖、浪費癖、家出、浮浪、乱暴、性的逸脱等のぐ犯行為、問題行動のある児童等に関する相談。

触法行為等相談 窃盗、すり、凶暴、傷害、恐喝、放火等触法行為があったとして警察署から法第25条による通告の
あった児童等に関する問題。

育

成

相

談

性格行動相談 児童の人格の発達上問題となる反抗、友達と遊べない、落ち着きがない、内気、緘黙、不活発、家庭
内暴力等で性格行動上の問題を有する児童に関する相談。

不登校相談 いわゆる登校（登園）拒否等、学校（幼稚園を含む）及び保育所に在籍中で登校(園）できない、してい
ない状態にある児童に関する相談。

適性相談 進学適性、職業適性、学業不振等

しつけ相談 家庭内における幼児のしつけ、児童の性教育、遊びに間する相談

その他の相談 その他児童にかかわる相談

児童相談の内容

児童福祉司

担当地区の児童について対応地区担当

地区に関係なく、虐待児童について対応虐待専掌
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心理判定

子どもの面接、心理検査や保護者からの生育歴、生活環
境、問題歴等をもとに、問題となっている事項の分析、
検討を行い、子どもの理解を深め、援助方針を立てる

心理診断

知的障害と判定された児（者）に、各種援助措置を
受けやすくするため手帳を交付。（判定機関は、児
相と心身障害者総合相）

療育手帳

児相から遠距離にあり、児相の利用が困難なケー
スに、市町村からの実施要望に基づき、相談希望
者の相談を受ける。

巡回児童
相談

一時保護される子供たち

①虐待や、虐待のおそれが
あり、家庭においておくこ
とが危険なため、緊急避難
的な保護。

②家庭で養育されることが困
難となり、一時的あるいは施
設措置を前提とした保護。

③非行相談。
④児童養護施設などで「問題
行動」とされることが続き、
改めての行動観察や措置変更
を前提とした保護。 …など
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措置によらない援助

１～数回の助言、指導等
助言
指導

より継続的な助言、指導等
継続
指導

児童相談所での援助が困難なもの
他機関
あっせん

措置による援助

児童福祉法第
２７条第１項

内容

１号
訓戒・誓約
（訓戒を加え、誓約書の提出を求める）

２号 児童福祉司指導、児童委員指導、市町村委託指導等

３号 施設入所、里親委託等

４号
家庭裁判所送致 （ぐ犯、触法等、少年法による保
護処分を家裁へ申立）
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社会的養護の体系

社
会
的
養
護

家庭養護

施設養護

里親制度（養育里親・専門里
親・親族里親・養縁里親）

ファミリーホーム

普通養子縁組・特別養子縁組制度

入所型児童福祉施設（乳児院・児
童養護施設など）

主な施設養護
施設種別 主な内容 根拠条文

乳児院
乳児（特に必要があれば幼児）を入院させ、養育
する。

３７条

児童養護施
設

保護者のない児童や被虐待児等、養護を要する児
童を入所させ養護。

４１条

児童心理治
療施設

社会生活の適応が困難な児童を短期間入所させ、
又は保護者の下から通わせて、社会生活に適応す
るために必要な心理に関する治療や生活指導を行
う。

４３条の
２

児童自立支
援施設

不良行為をなし、又はなすおそれのある児童や、
生活指導を要する児童を入所させ、又は保護者の
下から通わせて、必要な指導を行い、自立を支援
する。

４４条


